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１．はじめに 
１－１ 研究背景 
現代社会では、血縁や地縁等に基づく地域のつながり

の希薄化によって、地域コミュニティは弱体化し、地域

力低下の一因ともなっている。『国民生活白書（平成 19
年版）』１）では「つながり」を重点的に取り上げ、地域

のつながりによって人々の生活が豊かになることを示唆

し、つながりの再構築の重要性が述べられている。 
 このような地域のつながりはソーシャル・キャピタル

（社会関係資本）として注目され、1990 年代から数多く

の研究が行われている２）。ソーシャル・キャピタルは研

究の文脈に応じてさまざまな定義がなされているが、パ

ットナム３）によれば「調整された諸活動を活発にするこ

とによって社会の効率性を改善できる、信頼、規範、ネ

ットワークといった社会組織の特徴をいう」とされてい

る。また、 OECD４）の定義によれば「グループ内部ま 
 

たはグループ間での協力を促進する規範や価値観、理解

を共有するネットワーク（network together with 
shared norms, values and understandings that 
facilitate co-operation within or among groups）」とさ

れている。 
国内においては 2000 年代以降、地域力を支える基盤

としてソーシャル・キャピタルに関心が向けられ、まち

づくり活動においても、そうした概念がみられるように

なり、延藤５）は全国各地で「まち育て」に関する研究と

実践を展開し、山崎６）はコミュニティデザインによるま

ちづくりを広く展開している。 
１－２ 地域資源の関係性と働き 
 住民主体のまちづくりは、中心人物の存在が大きく影

響する。とくに、まちづくりの初動期では「いいだしっ

ぺ」と「燃える人」がいて、まちづくりは起動できると

いう７）。こうしたまちづくりのプロセスはまちづくりの

まちづくり物語のテキスト分析を通した地域社会のつながり形成に関する研究
－村上市の町おこしの物語における地域資源の働きを可視化して－ 
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物ㄒを⣳ࡂだし、そこに地域資源（ࣔࣀ・コト・ࣄト）

が大きく関わってきている。 
㏆年、地域資源をࡄࡵる⟇の動きは活発で࠶り、

2007 年に「中ᑠᴗによる地域⏘ᴗ資源を活⏝したᴗ

活動の促進に関するἲᚊ」が、2010 年に「地域資源を活

⏝した㎰ᯘ⁺ᴗ⪅等による᪂ᴗのฟ等ཬࡧ地域の㎰

ᯘỈ⏘物の⏝促進に関するἲᚊ」がไ定されているが、

地域資源の定義について共㏻してᅛまったものが࠶るわ

けではない。ᮧ㸶）によると地域資源は「地域だけに存

在し、その地域だけが⏝できる地域的な存在で࠶り、

㠀⛣㌿資源で࠶るからこそ希ᑡ性をᣢっている」という。

୕ሗ開発ᰴᘧ会社総合研究ᡤ㸷）による地域資源のศ

㢮から示すれば、生きものや地形、㖔物、㢼ᬒ、文化

㈈、ᘓ㐀物、ᐙᒇ、ᕷ⾤地、特⏘物といった「ࣔࣀ」、ま

た、Ṕྐ௳、ఏ⤫ⱁ⬟、⚍り、行といった「コト」、

そして、地域に関わる「ࣄト」が地域資源となる。 
 ᪥本ᘓ築学会⦅による『まちづくり教⛉書』10）にᥖ㍕

されている住民主体のまちづくりをみても、地域資

源を有効に⤖ࡧつけることで、まちの㨩力をᘬきฟし、

まちづくりを活性化さࡏていることがうかがえ、さまざ

まなまちづくり物ㄒが生まれている。ここでは、その地

域が⏝できる地域的な存在としての地域資源（ࣔࣀ・

コト・ࣄト）が住まい・まちづくり活動によって有ᶵ的

につながり、地域社会のつながりを形成していくᵝ子を

観ᐹしたい。 
㏆年のまちづくりには物ㄒㄽ的プローࢳ 11）12）をみ

ることもできる。ᚋ藤ら 13）は生活⪅のཱྀ述ྐをして

地域の社会的グ᠈を共有するプロセスをకったまちづく

りの展開をヨみてきている。「物ㄒりィ⏬学」をᥦ起して

いる延藤 14）によれば、物ㄒり（Narrative）は⣔ิで

つながる一㐃のฟ᮶（Story）と༊ูし、因ᯝ・縁起の

関係を➽❧てするゝㄒ行Ⅽで࠶り、人間も✵間も間と

ともにኚ化する開かれたプロセスをពするとしている。

ここでは⣔ิにまちづくりのฟ᮶をグ述しているだ

けではなく、ࣔࣀ・コト・ࣄトの┦స⏝がാきながら

展開される住まい・まちづくり活動がㄒられているまち

づくりの物ㄒを「まちづくり物ㄒ」とࡪことにする。

延藤は㟼ែ的な「物ㄒ」と動ែ的な「物ㄒり」をいศ

けており、これにೌうなら本✏でᢅった物ㄒは「物ㄒり」

で࠶るが、一⯡的な⾲現で࠶る「物ㄒ」とした。 
㉁的研究ᡭἲのࡦとつにナࣛティࣈศᯒ注１）が࠶る。

物ㄒを㏻してさまざまな㇟を観ᐹし、関係性を㢧在化

さࡏ、ពや᪉向性について⪃ᐹすることがྍ⬟となる。

そこで、物ㄒり（Narrative）されている「まちづくり

物ㄒ」のテキストをᑐ㇟として取り上げ、ィ㔞テキスト

ศᯒ注２）を行えば、まちづくりに῝く関係する地域資源

とその⤖ࡧつきをྍど化できると⪃えた。  
１－㸱 研究┠ⓗ 
本研究では、まちづくり物ㄒのィ㔞テキストศᯒを㏻

して、地域コミュニティにおける住まい・まちづくり活

動と地域資源の関係性とそのാきをみることで、住民と

地域資源とのかかわりをᤊえ、まちづくり活動を促進さ

る地域資源をᢳฟするとともに、地域社会のつながりࡏ

がのように形成されていくのか⪃ᐹすることを目的と

する。 
とくに本✏は、まちづくり活動の重要な㘽をᥱる地域

力を支える基盤となる地域コミュニティの規範や価値観、

┦理解に╔目し、まちづくりと地域資源の関係性をᤊ

えることをࡡらっている。ソーシャル・キャピタルのᢕ

ᥱに関する研究ᡭἲとしては、ソーシャル・キャピタル

のᣦᶆとなる㡯目についての住民をᑐ㇟としたンࢣー

ト調ᰝがよく行われているが、ここでは、まちづくり物

ㄒのᢳฟㄒの共起関係をศᯒすることで、地域資源のネ

ットワークを構㐀化し、つながり形成に関する᳨ウをヨ

みる。このᡭἲを⏝いてまちづくり物ㄒからまちづくり

に有効にാく地域資源やそのかかわりをぢฟすことがで

きれば、多くの地域や㐣ཤのまちづくり物ㄒからまちづ

くりのศᯒに㐺⏝することがྍ⬟となる。 
 

２．研究の᪉ἲ 
２－１ 分析ᑐ㇟ 
ศᯒᑐ㇟としたのは、ᑠ中㧗生に向けて地域力・観ග

力・人間力を㧗ࡵる教ᮦとしてᇳ➹された「ᮧ上まちづ

くりの実ヰ」15）で࠶る。この教ᮦは➨一部「ࡴらかみ町

おこしのおヰ」と➨部「解ㄝ」から構成されていて、

本研究では➨一部の全 9 ❶、246 ẁⴠ、928 文からなる

テキストをศᯒᑐ㇟とした。このまちづくり物ㄒは、

1998 年から 2008 年までの⣙ 10 年間の実㝿のฟ᮶が

物ㄒとして書かれていて、主人බで࠶る一人の中心人物

を㏻してまちづくりのプロセス（一人のⱝ⪅が❧ち上が

り、さまざまな取組みによって、地域の人々と一⥴にま

ちを活性化さࡏていく）をみることができる。 
ᑐ㇟としたテキストは、主人බが取り組ࡴまちづくり

を「そうじいさま」というㄒりᡭがಠ▔的にㄒる形ᘧで

書かれている。本研究では、ナࣛティࣈศᯒのヨみとし

て、実グ㘓からᢳฟするよりも、ㄒりの中から✵間
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的にࣔࣀ・コト・ࣄトの┦స⏝をぢฟすことをඃඛし

た。また、ྠじまちづくりのプロセスについてヲ⣽に書

かれた資ᩱ 16）も࠶り、これらのሗを重ࡡて᳨ドする

ことができ、現地で࠶るᮧ上ᕷをゼၥすれば物ㄒにグ述

された町୪みやまつり等を実㝿にどᐹし、物ㄒのⓏሙ人

物にࣜࣄングすることもできる。 
２－２ 分析᪉ἲ 
ᑐ㇟テキストのศᯒには、テキスト࣐イニングソࣇト

のトࣞンドࢧーࢳ 2015（社会ሗࢧーࣅス）を⏝し、

コンセプト࣐ッピングを行った。形ែ⣲解ᯒによりキー

ワードを⮬動ᢳฟし、キーワードの関㐃性をネットワー

クᅗとしてసᅗさࡏることができる。ただし、テキスト

イニングは༢に文書データをධ力すれば有効な⤖ᯝが࣐

ᚓられるものではなく 17）、キーワードの取ᤞ㑅ᢥ等がᚲ

要で、いこなすᢏ㔞がồࡵられる。このソࣇトでは、

とくにᢳฟしたいㄒ（、ࡴらかみ）をタ定したり、㢮

ఝㄒ（、᪑人、᪑の人）をྠ義ㄒとしてᢳฟさࡏたり、

ศᯒに要なㄒを㝖ཤしたりすることがྍ⬟で࠶る。 
ල体的には、ฟ現㢖ᗘの㧗いㄒをࣜストップし、㢮

ఝㄒやᢳฟ要ㄒ等のᢳฟキーワードの整理を行い、キ

ーワードの関㐃性をスプࣜングࣔデル注３）によりྍど化

し、コンセプト࣐ッピングを行った。なお、ᢳฟされた

キーワードのฟ現パターンや関㐃性をぢฟしやすいよう

に、❶ࡈとにẁⴠ༢でධ力したテキストを⏝いてศᯒ

を行った。 
 
㸱．⤖ᯝと⪃ᐹ 
㸱－１ 㢖ฟ語 
 ฟ現㢖ᗘ上 15 ㄒは、「町」149 ᅇ、「シン」117 ᅇ、

75「らかみࡴ」 ᅇ、「人形」57 ᅇ、「町ᒇ」55 ᅇ、「⮬

ศ」43 ᅇ、「ᗑ」43 ᅇ、「ᐈ」34 ᅇ、「ミイ」31 ᅇ、「Ṕ

ྐ」29 ᅇ、「ᒊ㢼」25 ᅇ、「再生」24 ᅇ、「㏆代化」23
ᅇ、「እ観」19 ᅇ、「町おこし」18 ᅇで࠶った。「シン」

はこの物ㄒの主人බでまちづくり活動の中心人物で࠶り、

「ミイ」は「シン」をそばで支えている人物で࠶る。ศ

ᯒᑐ㇟に⏝いたᮧ上ᕷのᮧ上まちづくりの実ヰにおいて

は、地域資源としてṔྐ的なࣔࣀが多くまちづくり活動

にฟ現していることがわかった。 
㸱－２ キ࣮࣮࣡ࢻのඹ㉳関係 
ᗎ❶から㸶❶までの全㸷❶について、❶ࡈとにコンセ

プト࣐ッピングを行った。ᗎ❶はㄒりᡭがこれからጞま

る物ㄒの๓⨨きとして、㸶❶はㄒりᡭがこの物ㄒをり

㏉り、࠶とがきのように書かれている。まちづくりは、

ၟᗑ⾤の㏆代化のィ⏬がもち上がっているとこࢁ「シ

ン」というⱝ⪅がまちづくり研究ᐙの「イࣛ࢞シ⩝」と

ฟ会い、ᇛ下町で࠶るࡴらかみの町の㏆代化について再

⪃し、ᑐの⨫ྡ活動をするという１❶からጞまるが、

一⯡的なまちの㏆代化のၥ㢟にẼづくሙ㠃で࠶り、地域

資源との関係ᅗを示すことが㞴しい。したがって、２❶

から７❶までのキーワードのネットワークᅗを❶ࡈとに

示しながら、まちづくり活動と地域資源の関係を⪃ᐹし

ていくことにする。なお、ソࣇトによる⮬動ᥥ⏬は㩭᫂

でないたࡵ、これらのᅗはㄽ文ᥖ㍕⏝にトࣞースしてい

る。また、ࣔࣀ・コト・ࣄトがわかりやすいよう、༢ㄒ

のᅖみをࣔࣀについてはᫍ形に、コトについてはゅᅄ

ゅに、ࣄトについてはᴃにኚ᭦している。特に重要で

ない༢ㄒは㛗᪉形でᅖࢇでいる。関㐃性のᙉい༢ㄒは㏆

くに㓄⨨されており、༢ㄒを⤖ࡪ⥺は༢ㄒྠ士の共起性

がᙉいものኴい。さらに、関㐃するㄒをグループ化

してᑠぢฟしをつけた。 
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ᅗ２ 㸱❶ࠕே形ࡉま࡛町が㍤くࠖ 
 
２❶は࠶るࡦとりの「᪑人」とのฟ会いから町ᒇ内部

のබ開をはじࡵるヰで࠶る。「ᇛ下町」で「町ᒇ」が࠶る

という地域資源の存在が町の㏆代化を再⪃する㝿に㘽を

ᥱっている。町ᒇで࠶る「ᗑ」の「内部✵間」の㨩力を

再ㄆ㆑し、ᇛ下町の「࣐ップ」をつくって広ሗした。さ

らに、町ᒇの「人形」を展示する⏬をᛮいつき、その

実行に㉮りฟすヰで࠶る。まちづくりでẚ㍑的よく行わ

れるのが、地域資源を再ㄆ㆑する࣐ップづくりで࠶る 18）。

実㝿の࣐ップはᇛ下町としてṊᐙᒇᩜに↔点を࠶てるだ

けでなく、それまで注目されていなかったႠᴗ中の町ᒇ

㐀りのᗑ⯒について、その特徴や内部ぢ学ྍ⬟なሗが

┒り㎸まれている。᪑人（ࣄト）とのฟ会いから発展し、

内部✵間もྵࡵて「町ᒇ（ࣔࣀ）」の存在とその㨩力をᘬ

きฟす「人形（ࣔࣀ）」を活⏝した人形ᕠりの⏬（コト）

が動きጞࡵることになる。 
３❶は「町おこし」として、町にᇙもれていたࣔࣀを

おこすだけでなく、ࣄトをもおこすことになった㇟徴的

なሙ㠃で࠶る。「人形さまᕠり（コト）」という᪂たなദ

しによって㛩ᩓとしていた町が㈰わい、「⾪ᧁ」をえて

「㛢ᖥ」し、大きな「⤒῭効ᯝ」をもたらした。「人形さ

まᕠり（コト）」によって「町ᒇ（ࣔࣀ）」に「ᐈ」がゼ

れ、「町⾗（ࣄト）」、とくにそれまでዟにᘬっ㎸ࢇでいた

「お年ᐤり（ࣄト）」がイロࣜ➃にᗙってጞࡵたㄝ᫂がዲ

ホとなり、ദしを┒り上げることとなり、町が㈰わって 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
いたᵝ子がㄒられている。「観ගᐈ（ࣄト）」が「ぢ学」

にධった町ᒇの「ᗑ（ࣔࣀ）」での「人形（ࣔࣀ）」を

した「もてなし（コト）」によって、ᗑは「はやり」、࣎

ロᐙとᛮっていた町ᒇがࡵられることで、りがⱆ生

える。「人形さまᕠり（コト）」の中心人物「シン（ࣄト）」

を支える「ミイ（ࣄト）」は町ᒇでの「もてなし（コト）」

や開ദ中の町のᵝ子をㄒっているたࡵ、それらの間に示

されることになったのだࢁう。「シン（ࣄト）」は開ദ中、

ཧຍᗑからのⱞやトࣛࣈルで「応ᛴᡭᙜ」に「大わら

わ」していたが、このᚋはḟの町おこしと㋃みฟすこ

ととなる。地域資源（ࣔࣀ）が࠶るだけでは、まちは活

性化しないが、人形さまᕠり（コト）が࠶ることによっ

て、そこにࣄトの関わりを生みฟし、地域資源（ࣔࣀ・

コト・ࣄト）がつながり、活性化をもたらすのではない

だࢁうか。 
４❶はさらにまちの地域資源として「ᒊ㢼（ࣔࣀ）」の

存在を活⏝したまつり（コト）を⏬し実行するヰで࠶

る。この❶で特徴的なことは「シン（ࣄト）」と「௰間（ࣄ

ト）」の間で๓の人形さまᕠりのやり᪉についてពぢに㣗

い㐪いが生じ、᪂たなദしのᒊ㢼「まつり（コト）」では

ヨ行㘒ㄗしながら᥋点をぢฟしていったことで࠶る。そ

の⤖ᯝ、共㏻の価値観が生まれ、「町⾗（ࣄト）」、組織の

⤖᮰がᅛまり、各々が力を発できるᣢちሙをᚓて、⮬

ศの町のたࡵに「ఱか」をするということにẼきをも

町⾗ 
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 ࣥࢩ
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たらしている。本研究のࡡらいのࡦとつで࠶った地域コ

ミュニティの価値観や┦理解がのように㔊成されて

いったのかについてㄒられている重要な❶で࠶る。ᅗ３

には、地域資源をᕠってのࣄトとࣄトの関係性のኚ化が

ᅗの上᪉から下᪉にࡴかって示された。 
また、このᅗではつながりとእれたとこࢁで、「፬人会

ࡵをጞ「ス（コト）ࣅーࢧ」がおᐈをもてなす「（トࣄ）

ていることが示された。ᮧ上はおⲔの生⏘地の㝈で࠶

り、ここにฟてくる「おⲔ（ࣔࣀ）」のᮧ上Ⲕは㝈のⲔ

としてࣛࣈンド化されている地域資源のࡦとつで࠶る。

このように人形さまᕠりやᒊ㢼まつりといった᪂たなദ

し（コト）をዎᶵとして、「፬人会（ࣄト）」が地域資源

を活⏝して町にかかわるようになっていったことがᅗに

示された。また、᪂たなദしで࠶った人形さまᕠりとᒊ

㢼まつりはẖ年⥅⥆して開ദされており、ではそれ⮬

体が地域的な存在としてගをᨺつ地域資源（コト）とな

っている。 
５❶（ᅗ４）は「人形さまᕠり」によって「ࡴらかみ」

に多くの「どᐹ⪅」がゼれるようになったことから、町

の⋞関で࠶る㥐の「㥐㛗（ࣄト）」がこれに応じて、㥐ഃ

でできることとして「㹑㹊（ࣔࣀ）」をദしに合わࡏて㉮

らࡏるようになったという▷いヰで࠶る。ࡦとつのฟ᮶

がࣄトを動かし、᪂たなฟ᮶とつながっていくᵝ

子がわかる࢚ピソードで࠶る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᅗ㸲 㸳❶ࠕ㹑㹊᮶るࠖ 
 
６❶（ᅗ５）は、「㹑㹊（ࣔࣀ）」が㉮り᪑人がゼれる

ようになった町のṔྐをឤじられるよう、「シン（ࣄト）」

はᩱீの「ࣄロシ（ࣄト）」をはじࡵとするᑠ㊰の住民に

ᇛ下町としてのᬒ観まちづくりについてኌをかけたとこ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ᅗ㸱 㸲❶ࠕᒊ㢼࡛᭦に町が㍤くࠖ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
だけでなくᕷ民ࡵᑠ㊰の住民⮬㌟がክをᥥき資㔠㞟、ࢁ

ཧຍᆺプロ࢙ࢪクトをもጞࡵ、こうしてᕷ民はᇛ下町の

「町୪み（ࣔࣀ）」をព㆑し、ᬒ観づくりにཧຍするよう

になったというヰで࠶る。ᇛ下町（ࣔࣀ）というṔྐは 
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ᅗ㸳 㸴❶ࠕወኳእ㸟㯮ᯈ࡛㢼景をつくり┤しጞめるࠖ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ᅗ㸴 㸵❶ࠕᅜึ㸟町ᒇ⏕のࢡ࢙ࢪࣟࣉトጞめるࠖ 
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╀っていた（ᬒ観上、ᾘኻഴ向に࠶った）地域資源で࠶

った。この町のまちづくりはこのように╀っていた地域

資源を᥀り起して行われていることから、このテキスト

ではまちづくりではなく「町おこし」ということばが

われている。町の⾶㏥ၥ㢟にᑐして地域資源を活⏝した

で全国にᨺᫎ「組␒ࣅテࣞ」らかみの「町おこし」はࡴ

され、地域らしさの重要性がㄆ㆑されている。 
 ７❶（ᅗ６）はさらに「町ᒇእ観再生プロ࢙ࢪクト」

が❧ち上がり、Ṕྐ࠶る町୪みが活していくヰで࠶る。

⮬ศのᗑをṔྐのឤじられるように改したとこࢁ᮶ᐈ

数がቑえたという⤒㦂から町ᒇ再生というᴗに☜信を

ᣢった「ミイ（ࣄト）」と「シン（ࣄト）」はᚋの町の

᪉向性を⪃え、まちづくりを行っていく。このࡧかけ

に応じて「大工（ࣄト）」や「ᘓ築士（ࣄト）」、「町⾗（ࣄ

ト）」が㞟⤖し、「地ඖ」の「ᮦᮌ（ࣔࣀ）」をうな地

域⏘ᴗのἼཬ効ᯝをもち合わࡏることも☜ㄆされた。

᭱初にこのプロ࢙ࢪクトで町ᒇのእ観再生をしたのが

「ソ࢘センᇽ（ࣔࣀ）」で、そのᚋつࡂつࡂとእ観再生が

行われ、町୪みが活していった。 
 
㸲．まとめ 
本✏では、地域コミュニティにおける住まい・まちづ

くり活動と地域資源の関係性とാきをみることで、住民

と地域資源とのかかわりをᤊえ、まちづくり活動を促進

さࡏる地域資源をᢳฟするとともに、地域社会のつなが

り形成について⪃ᐹすることを目的としていた。 
 まちづくり物ㄒのィ㔞テキストศᯒを⏝い、まちづく

り活動に関する地域資源について、㢖ฟㄒ⩌やㄒの⤖

らかみ町おこしの物ࡴ、つきから᳨ウした。その⤖ᯝࡧ

ㄒからまちづくりのẁ㝵に応じて、ࣔࣀ・コト・ࣄトが

有ᶵ的に⤖ࡧついていくᵝ子を☜ㄆできることがわかっ

た。 
また、まちづくり物ㄒのᢳฟㄒのネットワークをみる

ことによって、地域資源の関係性やそのኚ化から、Ṕྐ

的な町୪みやᘓ築物、ᒊ㢼や人形等（ࣔࣀ）を活⏝した

人形さまᕠりやᒊ㢼まつり（コト）を㏻じて町の人 （々ࣄ

ト）が町とのように関わっていったのかをうかがい▱

ることができた。このまちづくり物ㄒでは、まちづくり

活動がᚎ々にᬒ観づくりや町ᒇ再生といった大きなᴗ

と展開されていた。各々のฟ᮶は↓関係に発生して

いるのではなく、それまでの取組みがᘬき㔠となってい

る。また、各イ࣋ントにかかわるࣄト（組織）は、その

々に応じてධれ᭰わり、⦆やかにつながりが生じてい

ることがどぬ的に☜ㄆできた。地域資源を活かして᪂し

いコトをጞࡵるたࡧに、まちにᑐする価値観や理解を共

有するネットワークが᪂たに生まれていることから、本

調ᰝᑐ㇟のまちづくり活動においては、それがソーシャ

ル・キャピタルの形成につながっているといってもよい

だࢁう。 
ここでᢳฟされた㢖ฟㄒにはṔྐをឤじさࡏるㄒが多

くみられ、ᮧ上ᕷのሙ合はまちづくりを促進さࡏる地域

資源にṔྐ的なࣔࣀが多いことがわかった。まちの特徴

によってまちづくりに関する地域資源のഴ向は␗なる

ことが⪃えられる。の都ᕷや㎰山⁺ᮧにおいても地域

資源にྠᵝのഴ向が࠶るかについては、それࡒれのまち

づくりにおける物ㄒをศᯒしてみるᚲ要が࠶るだࢁう。 
 ᚋのㄢ㢟として、ィ㔞テキストศᯒを行うに࠶たり、

ᢳฟワードのタ定には一ᒙの工ኵがᚲ要で࠶る。動モ（ぢ

る、う、ࡵる等）をこまでྵࡵるか、㢮ఝするㄒ

をこまでまとࡵるかといったタ定によって、関係性を

⾲ฟさࡏるのによりඃれたศ㢮ができるとᛮわれる。

の都ᕷや㎰山⁺ᮧのまちづくりでもྠᵝのᡭἲが㐺⏝で

きるか☜ㄆし、研究᪉ἲについては⢭ᰝしていきたい。 
 
ㅰ㎡ 

 研究ᑐ㇟とした「ࡴらかみ町おこし」の物ㄒをᇳ➹されたྜྷᕝ⨾㈗Ặ

と町おこしの中心人物としてⓏሙするྜྷᕝ┿ႹẶに現地でࣜࣄング

に応じてくださった。また本研究を進ࡵるに࠶たっては、ឡ大学の᭤

田Ύ⥔ඛ生には多大なるࡈຓゝをいただいた。ᰝㄞ⪅の᪉には大ኚ重要

なコ࣓ントを㈷りました。なお、本研究は㹈㹑㹎㹑⛉研㈝ JP26350072

のຓ成をཷけたもので࠶る。関係各にㅰពを⾲します。 

 
ὀ 

注１） ་⒪においては、EBM（Evidence Based Medicine）といわれる

⛉学的᰿ᣐに基づくデ᩿・⒪だけでなく、ᝈ⪅の物ㄒやᑐヰか

ら⒪を⪃える NBM（Narrative Based Medicine）も重どされ

るようになっている。ᝈ⪅の物ㄒを⪺き、だけではなく、ᝈ⪅

がᢪえるၥ㢟を心㌟≧ែや社会的❧ሙな࠶らࡺる要⣲から࣍

ࣜスティックにᢕᥱし、⒪᪉ἲを⪃える。ྠじၥ㢟をᢪえてい

ても、ᝈ⪅（本✏では地域に⨨きえる）の物ㄒはさまざまで࠶

る。このような⪃え᪉に基づいたナࣛティࣈศᯒは、地域のၥ㢟

やᑗ᮶を⪃える㝿にも応⏝できると⪃えた。 

注２） ナࣛティࣈศᯒには多くのᡭἲが࠶るが、本✏では内ᐜに↔点を

り、「ィ࠶ててศᯒしている。ィ㔞テキストศᯒはその一ᡭἲで࠶

㔞的ศᯒ᪉ἲを⏝いてテキストᆺデータを整理またはศᯒし、内

ᐜศᯒを行う᪉ἲ」19）のことで࠶る。すなわち、コンピュータ
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を⏝して、物ㄒに㢖ฟするゝⴥを整理したり、パターンや関係

性をぢฟしたりしようというもので࠶る。 

注３） スプࣜングࣔデルは、↓向グࣛࣇを⮬動ᥥ⏬するたࡵのルࣜࢦ

を㎶がスプࣜングで構成される物理ࣔデルとࣇり、グࣛ࠶ムでࢬ

みなし、そのᏳ定≧ែをぢつけることでࣞイ࢘トを⮬動的にồ

る࠶るものでࡵ 20）21）。これにより࣐ップ化されたᅗから、㢮ఝ

性や関㐃性をಠ▔し、᳨ウすることができる。 

注４） ᅗ中、ᅖみで示した༢ㄒはศᯒᑐ㇟としたテキストにฟ現してい

るㄒで࠶り、文❶中、ᑐ応するㄒにはࢠ࢝ᣓᘼでᣓった。 
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